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古典的体系の臨界現象を取扱 う系統的な方法として 8展開と1/n展 開 とがいろい

ろな問題は適用されてきた｡ここでは1/n展開を量子的な体系に拡張する一つの試み

について述べる｡ われわれはMaの-ミJL,トニアンを量子化し,m(- rl/2)個の独立
∫

な成分 をもつボーズ粒子系を老察し,ちようど臨界点における場合を考え次の結果 をえ

た｡

(1) 臨界相関の指数 再 こは, 0(1/m)に関する限 り量子効果は現われない｡

(2) 1粒子励起のエわ レギー ･スペク トルをEq∝ q2-Cと書き, f をo(1/m)
まで求めた｡その結果は,体系の次元数 をd としたとき
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と表わされる｡

(31 1粒子励起の減衰項には量子効果が項われる｡ 3次元の場合,その結果は,

or1/m)で
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と表わされる｡ ただし,Mは粒子の質量, Eは Riemanr)の 3関数である｡

(41 動的なスケ-/レ則についても議論できるが,ここでは省略する｡
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